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社会 ─解答と解説

【解　説】

1　北海道地方に関する問題

問１　 A2  置き換え  比較  理由
　ａの洞

とう

爺
や

湖、ｂの支
し

笏
こつ

湖、ｃの屈
くっ

斜
しゃ

路
ろ

湖、ｄの摩
ま

周
しゅう

湖はいずれも火山の活動により形成された

カルデラ湖です。カルデラ湖は火山の中央部が陥
かん

没
ぼつ

するなどの原
げん

因
いん

で形成された、大きなすり鉢
ばち

状
じょう

の窪
くぼ

地
ち

であるカルデラに水がたまってできた湖です。アは断
だん

層
そう

湖のことで琵
び

琶
わ

湖や諏
す

訪
わ

湖など

が該
がい

当
とう

します。ウは潟
せき

湖のことでｉのサロマ湖などが該当します。エは三日月湖のことで石
いし

狩
かり

川

の流
りゅう

域
いき

などで見られます。

問２　 B1  視点を変える  置き換え  分類
　オホーツク海に突

つ

き出
で

たｇの知
しれ

床
とこ

半島では、原生林やヒグマなどを始めとする豊
ゆた

かな生
せい

態
たい

系
けい

が

見られることなどから、2005年に「知床」として世界遺
い

産
さん

に登録されました。ｅは亀
かめ

田
だ

半島（渡
お

島
しま

半島南部の東側にある半島）、ｆは積
しゃこ

丹
たん

半島、ｈは根室半島です。

問３　 B1  視点を変える  置き換え  関係づけ
　ｉのサロマ湖ではほたて貝の養

よう

殖
しょく

が盛
さか

んです。サロマ湖は北海道東部にある潟湖で面積が約

151km2と北海道で最大、全国で３番目に大きい湖です。砂
さ

州
す

によりオホーツク海と隔
へだ

てられてい

て、周辺は出入りの少ない単調な海岸線となっています。

問４　 B1  視点を変える  置き換え  関係づけ
　日本政

せい

府
ふ

は択
えと

捉
ろふ

島、国
くな

後
しり

島、色
しこ

丹
たん

島、歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

の北方領
りょう

土
ど

は日本固有の領土であるとして、現
げん

在
ざい

占
せん

領
りょう

しているロシア政府に返
へん

還
かん

するよう要求しています。

問５　 A2  置き換え  比較
　日高山脈は北海道の中央の南側にある山脈で、長さはおおよそ狩

かり

勝
かち

峠
とうげ

付近から襟
えり

裳
も

岬
みさき

までの約

150kmです。石
いし

狩
かり

山地は北海道の中央部、天
て

塩
しお

山地は北海道の北西部、北見山地は北海道の北東

部にそれぞれあります。

問６　 A1   知識
　湿

しつ

原
げん

は淡
たん

水
すい

によって湿
しめ

った草原のことで、日本では北海道の他に東北地方でも大
だい

規
き

模
ぼ

なものが

見られます。湿原は鳥類などの生息地となっていることが多く、ラムサール条
じょう

約
やく

で保
ほ

護
ご

されてい

る場所も多くなっています。ラムサール条約は正しくは「特に水鳥の生息地として国
こく

際
さい

的
てき

に重要

な湿地に関する条約」といい、鳥類などの生息地となっている湿地や干
ひ

潟
がた

を保
ほ

護
ご

するための条約

です。北海道では釧
くし

路
ろ

湿原・阿
あ

寒
かん

湖・ウトナイ湖・野付半島などが登録地となっています。1971

年にイランのラムサールで採
さい

択
たく

されました。
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社会 ─解答と解説

問７

（１）　 A2  比較
　酪

らく

農
のう

は乳
にゅう

牛
ぎゅう

を飼
し

育
いく

し、酪
らく

農
のう

品
ひん

の販
はん

売
ばい

を目的として行われる農業です。大都市に近い地
ち

域
いき

や、冷
れい

涼
りょう

で湿
しつ

潤
じゅん

な気候の地域で発達しています。ウの事実はありません。

（２）　 B1  特徴的な部分に注目する  比較  置き換え
　帯広の７月の平

へい

均
きん

気温は18.9℃で、東京の５月の18.8℃、10月の18.0℃とほぼ同じとなります。

（３） A1   知識
　夏を中心に、南東から吹

ふ

いてくる季節風が寒流の千島海流の上を通るときに冷やされることに

よって濃
のう

霧
む

が発生しやすくなります。千島海流は千島列島に沿
そ

って南下しながら流れてくる寒流

で、栄養分に富
と

んでいるため親
おや

潮
しお

とも呼
よ

ばれます。

（４）　 A2  比較
　てんさいはビート、砂

さ

糖
とう

大根とも呼ばれる農作物で、根を搾
しぼ

って砂糖の原料とし、葉や搾りか

すは飼
し

料
りょう

としています。冷
れい

涼
りょう

な気候を好む作物で、ほぼ全量が北海道で生産されています。国内

で生産される砂糖の約75％はてんさいを原料としています。

（５）　 A2  比較
　輪作とは、同じ土地で異

こと

なった作物を１年から数年ごとに順番に栽培して地力の回
かい

復
ふく

を図る栽
さい

培
ばい

方法のことです。単作は同じ土地で１種類の作物を栽培すること、連作は同じ土地で同じ作物

を繰
く

り返
かえ

し栽培すること、裏
うら

作
さく

はある作物の収
しゅう

穫
かく

後
ご

他の作物を栽培することです。

問８　 B1  視点を変える  置き換え  関係づけ
　ｎの室

むろ

蘭
らん

市は金
きん

属
ぞく

工業のうち鉄
てっ

鋼
こう

業が盛んです。ｏの札
さっ

幌
ぽろ

市は食料品工業のうち乳
にゅう

製
せい

品
ひん

の生産

が盛んです。北海道の2022年の製
せい

造
ぞう

品
ひん

出
しゅっ

荷
か

額
がく

は約６兆6413億円で、そのうち約35.9％（約２兆

3854億円）を食料品が占
し

めています。ｐの旭
あさひ

川
かわ

市では製
せい

紙
し

業パルプ工業が盛んです。製紙業パル

プ工業が盛んな都市には他に苫
とま

小
こ

牧
まい

市や釧
くし

路
ろ

市があります。ｑの釧路市は水産加工が盛んです。

水産加工の盛んな都市は他に小
お

樽
たる

市や函
はこ

館
だて

市があります。

問９　 B1  視点を変える  推論  置き換え  

　北海道ではアイヌ語で川や水辺を意味する「ペッ（ベッ）」や「ナイ」のつく地名が多くなっ

ています。アイヌは北海道などの先住民族で、アイヌ語起
き

源
げん

の地名が数多くあります。アイヌは

北海道の開
かい

拓
たく

が始まった江
え

戸
ど

時代末頃
ごろ

から同化を強いられ、現在では北海道内に約２万人が居
きょ

住
じゅう

しています。
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社会 ─解答と解説

問10　 A2  比較  具体・抽象  

　北海道の家では様々な寒さへの対
たい

策
さく

がとられています。イ、ウ、エの他にろう下を少なくして

暖
あたた

かい空気を逃がさないための工夫なども見られます。

問11　 B1  特徴的な部分に注目する  比較  置き換え
　北海道は東京などの大消費地から遠く離れているため、生産された生

せい

乳
にゅう

の多くはバターやチー

ズなどに加工されています。乳
にゅう

用
よう

牛
ぎゅう

は東京への牛
ぎゅう

乳
にゅう

の出荷を背
はい

景
けい

として、栃木県など首
しゅ

都
と

圏
けん

の県

でも多く飼
し

育
いく

されています。アは肉用牛、ウはたまねぎ、エはにんじんの都道府県別割
わり

合
あい

を示
しめ

し

ています。

問12　 A2  分類
　たい類は長崎県、兵庫県、福岡県、愛媛県など西日本の各県の漁

ぎょ

獲
かく

量
りょう

が多くなっています。北

海道の2022年の漁獲量は5トンで、たい類の漁獲量のある都県では東京都に次いで少なくなって

います。

2　旧
きゅう

石
せっ

器
き

時代～古
こ

墳
ふん

時代の歴史に関する問題

問１　 A1  比較
　群馬県の岩

いわ

宿
じゅく

遺
い

跡
せき

で、相
あい

沢
ざわ

忠
ただ

洋
ひろ

により1946年に石器が発見され、その後の学
がく

術
じゅつ

調
ちょう

査
さ

により、そ

の石器が旧石器時代のものであると確
かく

認
にん

されました。この結果日本にも旧石器時代があったこと

が明らかになりました。長野県にある野
の

尻
じり

湖
こ

遺跡では、ナウマンゾウの歯の化石などが発見され

ました。福井県にある鳥
とり

浜
はま

遺跡は縄文時代の遺跡で、丸木船などが出土しています。三
さん

内
ない

丸
まる

山
やま

遺

跡は青森県にある縄
じょう

文
もん

時代の遺跡で、計画的なむらづくりや栗
くり

の栽
さい

培
ばい

跡
あと

などが見られます。

問２　 A1  知識
　旧石器時代の石器は、主として石を打ち欠いてつくった打

だ

製
せい

石器です。縄
じょう

文
もん

時代になると、石

を磨いてつくった磨
ま

製
せい

石器が広まりました。

問３　 A2  比較  具体・抽象  

　長野県野尻湖遺跡からは、ナウマンゾウやオオツノジカの化石や旧石器時代の石器や骨
こっ

器
き

など

が発見されています。氷
ひょう

河
が

期
き

に海面が低下し、対
つ し ま

馬海
かい

峡
きょう

や東シナ海で日本が大陸と陸続きになっ

ていたときに、オオツノジカやマンモス、ナウマンゾウは日本に渡
わた

ってきたとされています。

２万年前は現在より気温が低く、海面が120ｍ低かったと推
すい

測
そく

されています。

問４　 A2  比較  具体・抽象  

　粘
ねん

土
ど

を焼いてつくった土器は、主として食べ物を煮
に

炊
た

きするためにつくられました。
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社会 ─解答と解説

問５　 A1  知識
　東京都にある大森貝

かい

塚
づか

は、1877年にエドワード・モースによって日本初の発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

が行われた

貝塚です。貝塚は集落の一部にあり、当時食べられていた団
どん

栗
ぐり

や栗、山菜などの食物の残りかす

や土器の破
は

片
へん

、石器などが捨
す

てられていました。

問６　 A2  比較  理由
　土

ど

偶
ぐう

は縄文時代につくられた土人形で、魔
ま

除
よ

けや子孫の繁
はん

栄
えい

を祈
いの

ったりするため、栗などが多

く収
しゅう

穫
かく

されることを願ったりするため、などに使用されたのではないかとされています。

問７　 A2  分類  

　石包丁は稲
いね

の穂
ほ

を摘
つ

み取るのに使われた半円形の石器です。うすやきねは脱
だっ

穀
こく

のための木
もく

製
せい

の

農具です。田げたは水田に足がめりこまないようにはく下
げ

駄
た

で、弥
や よ い

生時代の田は低
てい

湿
しっ

地
ち

にある深

田が多かったため使用されました。

問８　 A2  分類  

　青
せい

銅
どう

器
き

は主に銅
どう

と錫
すず

からつくる合金である青銅でできています。青銅器のうち銅たくは初め楽

器として使用されましたが、後には祭りの道具として用いられるようになりました。表面に高
たか

床
ゆか

倉庫など当時の生活の様子が描
えが

かれているものも見られます。その他の青銅器としては銅
どう

矛
ほこ

や銅
どう

剣
けん

があります。本来は武
ぶ

器
き

でしたが、非
ひ

実
じつ

用
よう

的
てき

なものも多く見られます。銅
どう

銭
せん

は奈良時代頃から

鋳
ちゅう

造
ぞう

されましたが、鎌
かま

倉
くら

時代や室町時代では中国から輸
ゆ

入
にゅう

された銅銭が広く使用されました。

問９

（１）　 A1  知識
　『後

ご

漢
かん

書
じょ

』東
とう

夷
い

伝
でん

には、１世紀の半ば頃の奴
な

国
こく

が中国に使いを送って金印をもらったことが記

されています。奴国は１世紀から３世紀にかけて、現在の福岡県博多地方にあった小国で、金印

には『漢
かんの

委
わの

奴
なの

国
こく

王
おう

』と刻
きざ

まれています。金印は1784年に福岡県の志
し

賀
かの

島で発見されました。

　

（２）　 A2  比較
　『魏

ぎ

志
し

』倭
わ

人
じん

伝
でん

には、３世紀初め頃に卑
ひ

弥
み

呼
こ

という女王が呪
じゅ

術
じゅつ

をもって邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

を治めていた

こと、邪馬台国には身分の差があったことなどが記されています。『後漢書』東夷伝には、１世

紀の半ば頃の奴国が中国に使いを送って金印をもらったことが、『宋
そう

書
じょ

』倭
わ

国
こく

伝
でん

には５世紀頃の

日本の様子が、『漢
かん

書
じょ

』地
ち

理
り

志
し

には、紀元前１世紀頃の日本が100あまりの国に分かれていたこと

が、記されています。
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社会 ─解答と解説

問10　 A2  比較
　大

だい

山
せん

古墳（大
だい

仙
せん

陵
りょう

古墳、仁
にん

徳
とく

天
てん

皇
のう

陵
りょう

古墳）は大阪府堺
さかい

市にあり、全長約486ｍの日本最大の前

方後円墳です。５世紀頃築
ちく

造
ぞう

されました。埼玉県にある稲
い な り

荷山
やま

古墳から1968年に出土した鉄
てつ

剣
けん

に、

「ワカタケル大王」と読める文字が記されていたことが、1978年に判
はん

明
めい

しました。「ワカタケル大

王」は雄
ゆう

略
りゃく

天皇であると推
すい

定
てい

されていますので、このことから当時の大
や ま と

和政
せい

権
けん

の勢
せい

力
りょく

が関東地方

にまで及んでいたことが分かります。熊本県にある江
え

田
た

船
ふな

山
やま

古墳からも「ワカタケル大王」と考

えられる文字が刻まれた鉄刀が出土しています。石
いし

舞
ぶ

台
たい

古墳は奈良県にある蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

の墓
はか

とされ

ている古墳です。

問11　 A1  知識
　埴

はに

輪
わ

は古墳の上や周囲に並
なら

べられている土
つち

製
せい

品
ひん

で、人や家、舟
ふね

をかたどったものの他に円
えん

筒
とう

形
けい

のものなどがあります。

問12　 B1  特徴的な部分に注目する  比較  置き換え
　ａの高

こう

句
く

麗
り

は朝
ちょう

鮮
せん

半島北部にあった国で、大和政権と４世紀末から５世紀初めにかけて対立し

ていたことが、現在の中国吉
きつ

林
りん

省
しょう

に残されている、414年に建立された高句麗好
こう

太
たい

王
おう

碑
ひ

に記され

ています。ｂの百
く だ ら

済は朝鮮半島西部にあった国で、日本と交流があり儒
じゅ

教
きょう

や仏
ぶっ

教
きょう

を伝えました。

660年に新
し ら ぎ

羅に滅
ほろ

ぼされました。ｃの新羅は朝鮮半島東部にあった国で、７世紀に朝鮮半島を統
とう

一
いつ

しました。

問13　 A2  分類
　渡

と

来
らい

人
じん

とは、４世紀頃からおもに朝鮮半島から日本に移
うつ

り住んだ人々のことです。渡来人によ

り儒教や漢字、仏教といった文化や、土木工事や養
よう

蚕
さん

・機
はた

織
お

り、すえ器を焼く技
ぎ

術
じゅつ

などが日本に

伝えられました。竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

は渡来人が日本に来る前から日本で見られた住居形
けい

態
たい

です。

3　飛鳥時代～平安時代の歴史に関する問題

問１　 A2  比較
　604年に制

せい

定
てい

された憲
けん

法
ぽう

十七条には、豪
ごう

族
ぞく

たちが争いをやめて話し合いを尊
そん

重
ちょう

し、天皇に服
ふく

従
じゅう

することや、仏教を尊
そん

重
ちょう

することなど、豪族たちの役人としての心
こころ

構
がま

えが記されています。憲法

と名前がついていますが、現在の日本国憲法とは意味合いが異
こと

なります。イは厩
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

（聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

）が603年に設
もう

けた冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

の制
せい

度
ど

の内
ない

容
よう

で、家柄
がら

にとらわれず才
さい

能
のう

のある人などを朝
ちょう

廷
てい

の

役人に取り立てるために定められた制度です。ウは摂
せっ

政
しょう

、エは大和政権の氏
し

姓
せい

制度の説明です。

問２　 B1  特徴的な部分に注目する  比較  理由
　厩戸皇子（聖徳太子）らは日本と隋

ずい

が対等な立場であることを認
みと

めてもらうことを目指し、「日
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出づる処
ところ

の天子、書を日没
ぼつ

する処の天子に致
いた

す・・・」と記された国書を小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

らに託
たく

しました。

国書は隋の皇
こう

帝
てい

煬
よう

帝
だい

に届
とど

けられましたが、煬帝は文面を見て「非
ひ

常
じょう

に無礼であるので、このよう

な内
ない

容
よう

の手紙は今後見せるな」と怒ったことが、『隋
ずい

書
しょ

』に記されています。『日本書紀』には

607年に遣
けん

隋
ずい

使
し

を送ったことしか記録されていませんが、『隋書』には600年にも遣隋使が派
は

遣
けん

さ

れたことが記されています。

問３　 B1  特徴的な部分に注目する  比較
　エの法

ほう

隆
りゅう

寺
じ

は７世紀初めに厩戸皇子（聖徳太子）が大和の斑
いか

鳩
るが

に建
こん

立
りゅう

した寺院です。金堂や五

重塔は世界最古の木
もく

造
ぞう

建
けん

築
ちく

として世界遺
い

産
さん

に登録されています。アの唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

は759年に鑑
がん

真
じん

に

よって創
そう

建
けん

された寺院で、境
けい

内
だい

にある金堂は770年～ 780年頃に、講
こう

堂
どう

は710年頃建
けん

造
ぞう

されたもの

です。イの平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

は1053年に藤
ふじ

原
わらの

頼
より

通
みち

によって建立された阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

です。ウの東大寺にあ

る正倉院は聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の遺
い

品
ひん

を収
おさ

めた倉庫で、断
だん

面
めん

が三角形の木材を井
い

桁
げた

に積み上げた校
あぜ

倉
くら

造
づく

りと

なっている部分があります。

問４　 A2  比較
　改新の 詔

みことのり

には、氏
し

姓
せい

制
せい

度
ど

による私
し

地
ち

私
し

民
みん

を廃
はい

止
し

し、土地や人民はすべて朝廷のものとすると

いう公地公民制度や戸
こ

籍
せき

の作成、全国を国郡里に分けることなども記されています。エは743年

に出された墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざい

法
ほう

のことです。墾田永年私財法で私
し

有
ゆう

地
ち

の永
えい

久
きゅう

所有を認められたことに

より、貴
き

族
ぞく

や大きな寺院や神社の私有地である荘
しょう

園
えん

が増
ぞう

加
か

していき、公地公民制はくずれていき

ました。

問５　 A2  分類
　富

ふ

本
ほん

銭
せん

は天
てん

武
む

天皇が在
ざい

位
い

中
ちゅう

の683年ころに鋳
ちゅう

造
ぞう

された銅銭ですが、それほど通貨としては使用

されなかった、とされています。藤
ふじ

原
わら

京
きょう

に都が移
うつ

されたのは694年で、持
じ

統
とう

天皇の時です。白
はく

村
そん

江
こう

の戦いは663年に朝
ちょう

鮮
せん

半島南部で起きた、日本・百済軍と唐・新羅軍の戦いです。日本は敗北

し朝鮮半島での足場を失いました。都が大
おお

津
つの

宮
みや

に移されたのは667年のことで、翌
よく

668年に中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

は即
そく

位
い

し天
てん

智
じ

天皇となりました。

問６　 B2  視点を変える  推論  理由
　７世紀末から８世紀にかけて、都を起点として地方との情

じょう

報
ほう

の伝達や調の輸
ゆ

送
そう

円
えん

滑
かつ

化
か

などのた

め幹
かん

線
せん

道路が整
せい

備
び

されました。馬を備
そな

えた駅家が置かれ、役人の往
おう

来
らい

などに用いられました。地

方の特産物を中央政
せい

府
ふ

に納
おさ

める調は、中央政府の主要な財
ざい

源
げん

となっていました。調には荷札が付

けられ具体的な特産品名が記されていました。荷札の一部はのちに木
もっ

簡
かん

として出土し、そこから

地域ごとの特産品名が分かるようになりました。調は農民が都へ運ばなければならず、その往
おう

復
ふく

の食料は自分たちで用意しなければならないなど、大変負
ふ

担
たん

の重いものとなっていました。
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問７　 B1  特徴的な部分に注目する  具体・抽象  置き換え  

　公地公民制では６年ごとに戸籍を作成し、それに基
もと

づいて６歳以上の男には２段
たん

、女にはその

３分の２の口分田を与え、それによって農民の生活を保
ほ

障
しょう

し税
ぜい

を確
かく

保
ほ

しようとしました。律
りつ

令
りょう

制
せい

は唐（中国）の政治を参考にしたもので、二官八省などの政治のしくみや税や労役、兵役、土地

制度などを定めていました。

問８　 A2  比較
　雑

ぞう

徭
よう

は国司が農民などを年60日を限
げん

度
ど

として、労働させることができる労役です。兵役のうち

九州の防
ぼう

備
び

に派遣される防
さき

人
もり

は厳
きび

しい仕事で、おもに東国の農民がその任
にん

につきました。衛
え

士
じ

は

都の宮門の警
けい

備
び

などにあたった兵役、租
そ

は稲
いね

を国司に納める税のことです。

問９　 A1  知識
　聖

しょう

武
む

天皇は仏教をあつく信
しん

仰
こう

し、仏教によって政治的な争いや災
さい

害
がい

、疫
えき

病
びょう

から国家を守っても

らうという鎮
ちん

護
ご

国家思想のもと、国ごとに国分寺と国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

を、総
そう

国
こく

分
ぶん

寺
じ

として東大寺を建て、

そこに大
だい

仏
ぶつ

（盧
る

舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

）をつくりました。

問10　 A1  比較
　鑑真は５度にわたる渡

と

航
こう

失敗により盲
もう

目
もく

となりながら来日し、正しい仏教の教えを広め唐招提

寺を開いた僧
そう

です。行
ぎょう

基
き

は橋を架
か

けるなどの社会事業などを行い、また政府の要請を受けて東大

寺の大仏造
ぞう

営
えい

に協力した僧です。阿
あ

倍
べの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

は717年に遣唐使とともに留学生として唐にわたり、

のちに唐の高官となった人物です。阿倍仲麻呂は帰国の際
さい

乗船した船が遭
そう

難
なん

し、日本に帰国する

ことはできませんでした。犬
いぬ

上
がみの

御
み

田
た

鍬
すき

は614年に遣隋使、630年には第１回遣唐使として中国に渡

った人物です。

問11　 A1  知識
　風

ふ

土
ど

記
き

は国ごとの産物、伝説、自然などをまとめた書物です。現在は常
ひ た ち

陸、出
いず

雲
も

、播
は り ま

磨、豊
ぶん

後
ご

、肥
ひ

前
ぜん

の５つの風土記が残っていますが、そのうち『出雲国風土記』のみが完全な状
じょう

態
たい

で残さ

れています。720年に成立した日本書紀には、神代から持
じ

統
とう

天皇までの歴史が記されています。

万葉集は仁
にん

徳
とく

天皇の代から８世紀半ばまでの和歌約4500首が集められた歌集です。大伴家持らが

編さんしたものとされ、８世紀後半頃に完成しました。古事記は712年に成立した、神代から推
すい

古
こ

天皇までの天皇や皇
こう

室
しつ

の伝
でん

承
しょう

などについて記された書です。

問12　 A2  具体・抽象  比較
　桓

かん

武
む

天皇は律令政治を立て直すことなどを目的に、長
なが

岡
おか

京
きょう

次いで平安京への遷
せん

都
と

、健
こん

児
でい

の制
せい

の

実
じっ

施
し

、坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

に命じた蝦
え

夷
ぞ

の征
せい

討
とう

、勘
か

解
げ

由
ゆ

使
し

の設
せっ

置
ち

、最
さい

澄
ちょう

や空
くう

海
かい

の保
ほ

護
ご

などを行いました。
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上
じょう

皇
こう

として院
いん

政
せい

を始めたのは白
しら

河
かわ

上皇で、1086年のことです。

問13　 A2  比較  理由
　藤

ふじ

原
わら

氏
し

は娘
むすめ

を天皇と結
けっ

婚
こん

させ、生まれた孫を天皇とすることで外
がい

戚
せき

として朝廷での勢力を伸ば

しました。また他の有力な貴
き

族
ぞく

を次々と朝廷から追放したり、寄
き

進
しん

を受けた土地から多くの収
しゅう

入
にゅう

を得て資
し

金
きん

源
げん

としたことなども、勢力を伸ばすことができた一
いち

因
いん

となりました。イの事実はあり

ません。

問14　 A1  比較
　元伊

い

予
よの

国
くに

の国司であった藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

は、939年から941年にかけて瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の海
かい

賊
ぞく

を率
ひき

いて西日本

各地を襲
おそ

いました。平
たいらの

将
まさ

門
かど

は939年に現在の茨城県、栃木県周辺で反
はん

乱
らん

を起こし新
しん

皇
のう

と称
しょう

した人

物です。 源
みなもとの

義
よし

家
いえ

は後三年合戦を平定した人物、中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

は中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

とともに大化の改新を起

こした人物です。

問15　 A2  比較
　平

たいらの

清
きよ

盛
もり

は現在の兵庫県神戸港の一部である大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

を修
しゅう

築
ちく

して、積極的に宋
そう

との貿
ぼう

易
えき

を行い多

くの利
り

益
えき

を得ました。また天皇の外
がい

戚
せき

となることで朝廷での勢力を伸ばし、多くの荘園から収入

を得て資金源としたことなども、勢力を伸ばすことができた一因となりました。平清盛は宋との

貿易で宋
そう

銭
せん

や陶
とう

磁
じ

器
き

などを輸
ゆ

入
にゅう

しましたが、特に宋銭は大量に輸入され、以後国内を流通する貨
か

幣
へい

の中心となりました。輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

には硫
い お う

黄や刀剣、扇
おうぎ

などがありました。

問16　 A1  知識
　現在の広島県にあたる安

あ

芸
きの

国
くに

を支
し

配
はい

地域においていた平清盛は、厳
いつく

島
しま

神社をあつく信
しん

仰
こう

し平氏

の氏社のように敬
うやま

っていました。清盛は厳島神社の社殿を現在みられる形に造
ぞう

営
えい

するなどしまし

たが、建立したわけではありません。

（記述問題の採点について）
・�明らかな誤字・脱字がある場合…－１点

3問６　‌�「木簡（もっかん）」のことばが使用
されていない場合…－２点
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